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アジェンダ 

1. Node-RED の前段として 

2. Node-RED ハンズオンのご紹介 
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Node-RED 前段 
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Node-RED  

フローベースド・プログラミング・ツール 

- アプリケーションの動作をブラックボックスのネットワークによって表す手法 

 

 

 

 

 つなぐためのオープンソース・ソフトウェア 

- ハードウェアデバイス 

- API 

- Webサービス（Web API） 

- etc ... 
 

 API 連携を簡単に実現するツール 
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プロセスA プロセスB プロセスC 
データ データ データ データ 



API（Application Programing Interface） 

ソフトウェアから別のソフトウェアの“機能”を呼び出す仕組 

- 古くからシステム開発の現場で使われている 

 特徴 

- 同じ機能を簡単に再利用可能 

- 実装の詳細を隠蔽（知る必要がない） 

- プログラムの機能を呼び出し、実行結果を受け取る 
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ソフトウェア 

ソフトウェア 

API 
機能F 機能E 機能D 機能C 機能B 機能A 

APIの呼び出し 

結果の戻し 

利用する側 利用される側 



API の変化 

 API - 位置づけの変化 

1. 再利用の効率化 : ソフトウェア開発 
・ サブルーチン 

・ 外部プログラム（外サブ） 

2. OS 提供 API の利用 : プラットフォーム  
・ IBM i API、 

・ Windows API 

3. WebAPI による相互利用 : インターネット 
・ 汎用性の拡大（外部から利用） 

・ 社内利用の充実 

4. 経済のオープン化  : オープン API 
・ 一般に公開し利用してもらう 

・ セキュリティーの実装 
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API 
BEGSR ... ENDSR 

*ENTRY PLIST 

QCMDEXEC 

ShowWindow() 

REST 

SOAP 

JSON 

XML HTTP 

SSL 

API key 

OAuth 
Token 

RMI, CORBA 



オープンAPI 

 API を他の企業等に公開する事を指す 

- 価値のある資産やサービスへのアクセス方法を外部に公開する 
・接続可能性を示すことが、自社の強みを最大化することに結びつく考え方 

 

- インターフェースを公開し、同業他社に共有してマーケットを広げる 
・その上で裏側のサービス品質を高めて差別化するという戦略 

ソフトウェア 

サービス 

API 
機能F 機能E 機能D 機能C 機能B 機能A 

APIの呼び出し 

結果の戻し 

利用する側 提供する側 



オープンAPI 

 オープンAPI を後押しする技術的背景 

- クラウド化 : 外部連携の容易化 
・クラウドで公開する事で、セキュリティーを強固に 

- アナリティクス : 高度な分析、判断 
・知見、AI の利用により創造した価値を提供 

- モバイル化 : タイムリーな連携 
・デバイスの多様化により、時間/場所を問わず連携が可能に 

- ソーシャルメディア : 大規模コミュニティから発信される情報利用 
・世論、動向の活用 



API エコノミー 

 API を活用した新たな経済圏 

- APIの公開で、他社サービスも活用し広がっていく商圏（経済圏） 
・APIがビジネスとビジネスをつなぎ、企業同士がお互いの強みを利用して、新

たな価値を創出する動き 

・APIがビジネスを広げるために活用されてきている 

・APIを公開する企業や政府もグローバルで増えつつある 
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APIの呼び出し 

結果の戻し 

サービス 
API 

機能F 機能E 機能D 機能C 機能B 機能A 

利用する/提供する 

サービス 
API 

機能F 機能E 機能D 機能C 機能B 機能A 

利用する/提供する 

APIの呼び出し 

結果の戻し 

サービス 
API 

機能F 機能E 機能D 機能C 機能B 機能A 

利用する/提供する 

サービス 
API 

機能F 機能E 機能D 機能C 機能B 機能A 

利用する/提供する 

APIの呼び出し 

結果の戻し APIの呼び出し 

結果の戻し 



API エコノミーの事例 

 API を活用した新たな経済圏 

- Ubar ： 配車アプリ 
・Uberは、「地図」、「通話・SMS」、「決済」などのAPIを組み合わせること
で、「マッチング」という自らのコア機能の開発に専念し、サービスを迅速に
立ち上げることができた。 
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※ APIサービスの活用事例です。 Node-RED の事例ではありません 

決済 

通話・SMS 

地図 

API 

API 

API 



API エコノミーの事例 

 API を活用した新たな経済圏 

- Twilio ： 通話・SMS 
・他社がAPIの機能を拡張してくれる上に、他社のアドオンの販売額の

25％がTwilioの取り分になるという仕組み 
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・・・ 

通話・SMS 

API 

※ APIサービスの活用事例です。 Node-RED の事例ではありません 



デジタルトランスフォーメーション(DX) を API エコノミーで実現 
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NEXT 2018 ハンズオン 
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Node-RED 概説 

 Node-RED？ 

- ハードウェアデバイス、API、オンラインサービスをつなげるためのプロ
グラミングツール 

- IBM 英国ハーズレイ研究所が開発したソフトウェア 

- オープンソースで提供されている 

- Node.js で作られている 

- 開発は「ブラウザ」で行う 

- 基本はマウスによる操作 

- JavaScript でコーディングも可能 
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Node-RED 概説 

 開発の概要 

- ノードと呼ばれる部品をマウス操作でエディタに配置する 

- ノードとノードをマウス操作によりコネクタで接続する 

- 接続したノードからノードへ「メッセージ」を渡し処理を行う 

- メッセージにはJsonが利用される 

- 細かな処理は javascript でコーディングできる 
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コネクタ 

ノード 

javascript 

メッセージ 



Node-RED 概説 

 開発環境の概要 
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パレット フローエディタ コンソール 

デプロイボタン メニュー 



Node-RED 概説 
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・ノードの種類 

Inject : フローの開始点 
手動, スケジュールなどフローの 
開始が行える  

http : フローの開始点 
http 要求を開始点として扱える 

debug : デバッグ出力 
受け取ったメッセージを 
コンソールに出力する 

http response : 
 
受け取ったメッセージを 
コンソールに出力する 

DB2 for i : IBM i データ操作 
IBM i DB2 との接続を行う 

function : データの加工等 
JavaScript によりデータの加工 
等を行う 

split : データの分割 
受け取ったデータを分割し次のノード
へ出力する 

delay : 遅延、流量制限 
遅延時間を設定し次ノードの処理
集中を抑止する 



課題 

 課題は３つ 

1. hello world 

2. IBM i からデータを取り出してみる 

3. オープン API と接続 

 

 ハンズオンの時間 

- 35～40分 

- 全員完了（15名） 
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ハンズオン概説１ 

 hallo world で操作方法を理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. DB2 for IBM i のノードを Node-REDに追加する 
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"Hello World" をメッセージ出力 

"Hello World" メッセージを受け取り、コンソールへ出力 



ハンズオン概説２ 

 IBM i からデータを取り出してみる 

 

 

 

処理の流れ 

① ブラウザから要求（パラメータ：得意先名） 

② 要求された得意先名に該当するデータを取得 

③ 取得したデータを Json 形式に変換しブラウザに返す 
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① 

② 

③ 



ハンズオン概説２ 

 結果 
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ブラウザからの要求を受け取り、メッ
セージを次のノードへ出力する 

受け取ったメッセージからパラメータを
取り出し、SQL文を作成し次のノー
ドへ出力する 

受け取りったSQL文を実行し結果を
次のノードへ出力する 

受け取った結果を Json 形式に変
換し次のノードへ出力する 

受け取った結果を ブラウザへ返す 

var sql = "select * from QEOL.TOKMSP where TKNAKJ like '%" + msg.payload.tknakj + "%'"; 
msg.payload = sql; 
return msg; 



ハンズオン概説３ 

外部の API サービスを利用してみる 

 

 

 

 
 

処理の流れ 

① ブラウザから要求（パラメータ：得意先名） 

② 要求された得意先名に該当するデータを取得 

③ データから住所を取り出し外部APIサービス１から緯度/経度を取得 

④ 取得した緯度/経度で外部APIサービス２から天気予報を取得 

⑤ 結果を Json 形式に変換しブラウザに返す 
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インターネット ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

「住所」 の文字列から  
「緯度/経度」 を取得 

「緯度/経度」 から 
「天気予報」 を取得 



ハンズオン概説３ 

 結果 
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受け取った結果から住所を取り出し、
次のノードへ出力する 

受け取った住所を外部APIサービス
１へ渡し、結果を次のノードへ出力
する 

受け取りった結果をXMLに
変換し、次のノードへ出力
する 

受け取った結果から緯度/経度を取
り出し、外部APIサービス２へ渡し、
結果を次のノードへ出力する 

受け取った結果を ブラウザへ返す 

msg.payload = encodeURI(msg.payload.TKADR1.trim()); 
return msg; 
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「優しさ」と「信頼」で 
お客様のビジネスに “Goode Cycle” を。 

ティアンドトラスト株式会社 
〒111-0053 
東京都台東区浅草橋4-16-4 ウィングエイトビル６F 
 
フリーダイヤル：0120-913-474 
代表：03-5821-3666 

+     ＝ α 

T&T 

http://tat.co.jp 

http://tat.co.jp 

自己紹介 

受託開発 顧客研修 技術開発 

信頼性においては定評
のある IBM i をメイン
としたアプリケーショ
ン開発を行います。お
客様とのコミュニケー
ションを第一に考え、
最適なソリューション
をご提案しています。 

外部研修にて IBM i 
コースを担当する専任
のインストラクターが
います。また、お客様
のご要望に応じたオー
ダーメイドの研修コー
スの提供も行います。 

IBM i の最新技術だ
けでなく、お客様に
とって必要になるで
あろうコンピュータ
技術を日々蓄積して
います。 

http://tat.co.jp/
http://tat.co.jp/

